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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】ロール素材（アクリル、ＰＥＴ等）や、ボード材（ガラス、プラスチック等）の
ような非吸収性の媒体に対して、高速印字を行った場合においても、印刷媒体への密着性
に優れ、さらには耐摩擦性、耐溶剤性に優れ、且つ吐出安定性にも優れる非水性インク組
成物を提供すること。
【解決手段】塩素化ポリオレフィン樹脂及びケトン系樹脂を含有する非水性インク組成物
であり、上記塩素化ポリオレフィン樹脂と上記ケトン系樹脂の合計が、インク組成物中に
１０質量％以上であり、上記塩素化ポリオレフィン樹脂の塩素含有率が、上記塩素化ポリ
オレフィン樹脂中に３０～５０質量％であり、上記塩素化ポリオレフィン樹脂と上記ケト
ン系樹脂を、質量ベースで塩素化ポリオレフィン樹脂／ケトン系樹脂＝３／７～７／３と
なるように含有する非水性インク組成物。
【選択図】なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　塩素化ポリオレフィン樹脂及びケトン系樹脂を含有する非水性インク組成物であり、 
上記塩素化ポリオレフィン樹脂と上記ケトン系樹脂の合計が、インク組成物中に１０質量
％以上であり、上記塩素化ポリオレフィン樹脂の塩素含有率が、上記塩素化ポリオレフィ
ン樹脂中に３０～５０質量％であり、上記塩素化ポリオレフィン樹脂と上記ケトン系樹脂
を、質量ベースで塩素化ポリオレフィン樹脂／ケトン系樹脂＝３／７～７／３となるよう
に含有する非水性インク組成物。
【請求項２】
　上記塩素化ポリオレフィン樹脂の質量平均分子量が、２０，０００～１００，０００で
ある請求項１に記載の非水性インク組成物。
【請求項３】
　インクジェット用である請求項１又は２に記載の非水性インク組成物。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、印刷面がガラス、アルミ板、プラスチックフィルム等の非吸収素材からなる
印刷物を製造するのに適した非水性インク組成物、及びそれを用いて得られる印刷物に関
する。
【背景技術】
【０００２】
　最近の看板広告では、鮮やかで洗練されたデザインのロゴや模様の他に、商品の外観や
人物の顔といった写真調のものが増加している。さらに看板のサイズも、見る者に、より
強いインパクトを与えるために、大判のものが非常に多く見受けられるようになっている
。従来、看板広告を製作する方法として、ロゴの場合には着色シートを文字の形に切り抜
いて貼り付けたり、写真調としたりする場合には各種印刷機を利用することが一般的であ
った。しかし、そのために、製作に多くの時間と手間を要し、また、印刷機等の大掛かり
な設備が必要になる問題があった。
　そこで、鮮明な画像の看板をより簡単に製作するために、パーソナルコンピュータ上で
創作したデザインを直接基材に印刷できるインクジェット方式を利用する試みが行なわれ
ている。
【０００３】
　インクジェット方式は、印刷用基材として利用できる材料の幅が広く、紙、ポリマー、
金属、その他の硬質・軟質いずれの材料のシートにも手軽に印刷可能であるという特徴が
ある。とりわけ、屋外に設置される看板広告では、軽量で強度や耐久性に優れ、雨にも強
く、さらに安価といった性能が要求されることから、それらの特性を有するポリマーシー
トに簡単に印刷できることは、非常に大きな利点となる。
　それに加えて、最近では、印刷幅が２，０００ｍｍ以上の超ワイドフォーマットのイン
クジェットプリンターも登場し、これまで貼り合わせで対応してきた大判の印刷物が、一
挙に印刷可能となるなど、ますます簡単に看板の製作ができるようになっている。
　一般に、看板広告に用いられるポリマーシートとしてはターポリンがよく利用される。
なお、ターポリンはポリエステルやポリアミドを芯材として、表裏にポリ塩化ビニル系重
合体やエチレン－酢酸ビニル共重合体等のビニル系重合体を積層した複合シートである。
【０００４】
　これら複合シートに印字するインクジェット用インク組成物としては、有機溶剤（近年
は環境に優しい有機溶剤）をベースとした非水性インクジェット用インク組成物が使用さ
れている。非水性インクジェット用インク組成物は、複合シートの表面の素材であるポリ
塩化ビニル系重合体やエチレン－酢酸ビニル共重合体等のビニル系重合体に対して、良好
な濡れ性、乾燥性、定着性等を有する材料を利用することが必要とされている。
　このため、有機溶剤としてアルキレングリコールモノエーテルモノエステルと環状エス



(3) JP 2018-24771 A 2018.2.15

10

20

30

40

50

テルを利用すること（特許文献１参照）、バインダー樹脂としてビニル系重合体、有機溶
剤として環境に優しいポリアルキレングリコールジアルキルエーテルを特定量含有する有
機溶剤を使用すること（特許文献２参照）、有機溶剤としてジエチレングリコールエチル
メチルエーテル及びプロピレンカーボネートを特定量含有すること（特許文献３参照）が
公知である。
　しかし、近年、印刷媒体として様々な種類の素材が要求されるようになっており、とり
わけ、ロール素材（アクリル、ＰＥＴ等）や、ボード材（ガラス、プラスチック等）のよ
うな非吸収性の媒体上に印刷するケースが増加している。このような媒体に対して、従来
の非水性インクジェット用インク組成物（特に環境に優しい有機溶剤を使用した非水性イ
ンクジェット用インク組成物）を印字した場合、印刷媒体への密着性に劣るという問題が
生じていた。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００５－２００４６９号公報
【特許文献２】国際公開第２００７／０７２８０４号
【特許文献３】国際公開第２０１５／０２０１２８号
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明により解決しようとする課題は、ロール素材（アクリル、ＰＥＴ等）や、ボード
材（ガラス、プラスチック等）のような多種の非吸収性の媒体に対して印刷した場合にも
、印刷媒体への密着性、耐摩擦性、耐溶剤性に優れ、インクジェット用インク組成物とし
、高速印字を行った場合においても、場合により吐出安定性にも優れる非水性インク組成
物を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明者らは、上記の課題を解決するため鋭意研究した結果、バインダー樹脂として塩
素化ポリオレフィン樹脂及びケトン系樹脂を含有させることにより、上記課題を解決しう
ることを見出した。
　すなわち、本発明は、以下のとおりである。
（１）塩素化ポリオレフィン樹脂及びケトン系樹脂を含有する非水性インク組成物であり
、上記塩素化ポリオレフィン樹脂と上記ケトン系樹脂の合計が、インク組成物中に１０質
量％以上であり、上記塩素化ポリオレフィン樹脂の塩素含有率が、上記塩素化ポリオレフ
ィン樹脂中に３０～５０質量％であり、上記塩素化ポリオレフィン樹脂と上記ケトン系樹
脂を、質量ベースで塩素化ポリオレフィン樹脂／ケトン系樹脂＝３／７～７／３となるよ
うに含有する非水性インク組成物。
（２）上記塩素化ポリオレフィン樹脂の質量平均分子量が、２０，０００～１００，００
０である（１）に記載の非水性インク組成物。
（３）インクジェット用である（１）又は（２）に記載の非水性インク組成物。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明の非水性インク組成物は、バインダー樹脂として塩素化ポリオレフィン樹脂及び
ケトン系樹脂を含有するものである。
　これにより、ロール素材（アクリル、ＰＥＴ等）や、ボード材（ガラス、プラスチック
等）のような非吸収性の媒体に対して高速印字を行った場合においても、これらの非吸収
性の媒体の材質を問わず、印刷媒体への密着性に優れ、さらには耐摩擦性、耐溶剤性に優
れ、且つ吐出安定性にも優れる非水性インク組成物を提供することができ、さらに、イン
クジェット用とすることもできる。
【発明を実施するための形態】
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【０００９】
（塩素化ポリオレフィン樹脂）
　本発明の非水性インク組成物を構成する塩素化ポリオレフィン樹脂としては、塩素化ポ
リエチレン、塩素化ポリプロピレン、アクリル変性あるいはウレタン変性塩素化ポリオレ
フィン樹脂などがあげられる。
　使用される塩素化ポリオレフィン樹脂の具体例としては、日本製紙社製のスーパークロ
ンＣ、Ｌ－２０６、８１３Ａ、８０３Ｍ、８０３ＭＷ、８０３ＬＴ、１０２６、８０３Ｌ
、８１４ＨＳ、３９０Ｓ、８１４Ｂ、３６０Ｔ、３７０Ｍ、２０２７ＭＢ、８２２、８９
２Ｌ、９３０、８４２ＬＭ、８５１Ｌ、３２２８Ｓ、３２２１Ｓ、２３１９Ｓ、２２４Ｈ
、２２３Ｍ、２４０Ｈ、２６０Ｆ、東洋紡社製のハードレン１３－ＬＰ、１３－ＬＬＰ、
１４－ＬＷＰ、１５－ＬＰ、１５－ＬＬＰ、１６－ＬＰ、ＤＸ－５２６Ｐ、ＣＹ－９１２
２Ｐ、ＣＹ－９１２４Ｐ、ＨＭ－２１Ｐ、Ｍ－２８Ｐ、Ｆ－２Ｐ、Ｆ－６Ｐ、ＣＹ－１１
３２等が挙げられる。
　これらの塩素化ポリオレフィン樹脂は、単独で用いてもよく、また２種類以上を組み合
わせて用いてもよい。
【００１０】
  塩素化ポリオレフィン樹脂中の塩素含有率は３０～５０質量％であり、好ましくは３３
～４７質量％である。なお、塩素含有率とは、塩素化ポリオレフィン樹脂全体の質量に占
める塩素の質量の率である。
　塩素化ポリオレフィン樹脂中の塩素含有率が３０質量％未満では、塩素化ポリオレフィ
ン樹脂の各種溶剤に対する溶解性が不足してインキ中に析出する可能性があり、一方５０
質量％を超えると塩素化ポリオレフィン樹脂の極性が高くなり、インク塗膜の密着性が低
下する可能性がある。
　塩素化ポリオレフィン樹脂の質量平均分子量は、好ましくは２０，０００～１００，０
００、より好ましくは２５，０００～９５，０００である。
　塩素化ポリオレフィン樹脂の質量平均分子量が２０，０００未満ではインク塗膜の耐摩
擦性が低下する可能性があり、一方１００，０００を超えるとインクジェット用としたと
きにインクの吐出安定性が低下する可能性がある。
【００１１】
　前記質量平均分子量は、ゲル浸透クロマトグラフィー（ＧＰＣ）法によって測定するこ
とができる。例えば、ＧＰＣ装置としてＷａｔｅｒ２６９０（ウォーターズ社製）、カラ
ムとしてＰＬｇｅｌ、５μｍ、ＭＩＸＥＤ－Ｄ（アジレント・テクノロジー社製）を使用
して、展開溶媒としてテトラヒドロフラン、カラム温度２５℃、流速１ミリリットル／分
、ＲＩ検出器、試料注入濃度１０ミリグラム／ミリリットル、注入量１００マイクロリッ
トルの条件下、クロマトグラフィーを行ない、ポリスチレン換算の質量平均分子量として
求めることができる。
【００１２】
（ケトン系樹脂）
　本発明の非水性インク組成物を構成するケトン系樹脂としては、後述する有機溶剤に溶
解するものであれば特に限定されるものではなく、公知のケトン系樹脂が使用できる。例
えば、（１）アセトフェノン等の芳香族系ケトン化合物や、シクロヘキサノン等の脂環族
系ケトン化合物といったケトン基含有化合物と、ホルムアルデヒド等のアルデヒド化合物
とを反応させて得られたケトン樹脂、（２）それらを水素添加して得られる水酸基含有ケ
トン樹脂、（３）水酸基含有ケトン樹脂にイソホロンジイソシアネートなどのポリイソシ
アネート化合物を反応させて得られる水酸基を含有するウレタン変性ケトン樹脂、等が挙
げられる。
　使用されるケトン系樹脂の具体例としては、荒川化学工業社製のケトンレジン　Ｋ－９
０、Ｅｖｏｎｉｋ社製のＶａｒｉＰｌｕｓ　ＳＫ、ＶａｒｉＰｌｕｓ　ＡＰ、ＶａｒｉＰ
ｌｕｓ　１２０１ＴＦ等が挙げられる。
　これらのケトン系樹脂は、単独で用いてもよく、また２種類以上を組み合わせて用いて
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もよい。
【００１３】
　本発明において、塩素化ポリオレフィン樹脂とケトン系樹脂の合計量は、インク組成物
中に１０～２０質量％であり、１２～１８質量％であることが好ましい。
　上記合計量がインク組成物中１０質量％未満ではインク塗膜の密着性、耐摩擦性、耐溶
剤性が低下する可能性があり、２０質量％を超えると、インクジェット用としたときにイ
ンクの吐出安定性が低下する可能性がある。
【００１４】
　本発明において、塩素化ポリオレフィン樹脂とケトン系樹脂の含有比率、つまり、質量
ベースで求めた塩素化ポリオレフィン樹脂／ケトン系樹脂の値は、３／７～７／３であり
、３．５／６．５～６．５／３．５が好ましい。
　塩素化ポリオレフィン樹脂／ケトン系樹脂が３／７未満ではインクの吐出安定性、イン
ク塗膜の密着性、耐摩擦性、耐溶剤性が低下する可能性があり、７／３を超えると、イン
ク塗膜の密着性が低下する可能性がある。
【００１５】
　なお、これらの性能が低下しない範囲内で、上記塩素化ポリオレフィン樹脂及びケトン
系樹脂以外の樹脂、例えば、エチレン－酢酸ビニル系樹脂、アクリル系樹脂、ポリエステ
ル樹脂、スチレン－アクリル系樹脂、スチレン－マレイン酸系樹脂、ロジン系樹脂、ロジ
ンエステル系樹脂、石油樹脂、クマロンインデン系樹脂、テルペンフェノール系樹脂、フ
ェノール樹脂、ウレタン樹脂、メラミン樹脂、尿素樹脂、エポキシ系樹脂、セルロース系
樹脂、キシレン樹脂、アルキッド樹脂、脂肪族炭化水素樹脂、ブチラール樹脂、マレイン
酸樹脂、フマル酸樹脂等を併用することも可能である。
【００１６】
（顔料）
　本発明の非水性インク組成物においては、顔料として、従来から非水性インク組成物に
使用されている公知の無機顔料や有機顔料等を使用することができる。
　従来公知の無機顔料の具体例としては、カーボンブラック、酸化チタン、亜鉛華、酸化
亜鉛、リトポン、酸化鉄、酸化アルミニウム、二酸化ケイ素、カオリナイト、モンモリロ
ナイト、タルク、硫酸バリウム、炭酸カルシウム、シリカ、アルミナ、カドミウムレッド
、べんがら、モリブデンレッド、クロムバーミリオン、モリブデートオレンジ、黄鉛、ク
ロムイエロー、カドミウムイエロー、黄色酸化鉄、チタンイエロー、酸化クロム、ビリジ
アン、コバルトグリーン、チタンコバルトグリーン、コバルトクロムグリーン、群青、ウ
ルトラマリンブルー、紺青、コバルトブルー、セルリアンブルー、マンガンバイオレット
、コバルトバイオレット、マイカ等が例示できる。
　有機顔料の具体例としては、アゾ系、アゾメチン系、ポリアゾ系、フタロシアニン系、
キナクリドン系、アンスラキノン系、インジゴ系、チオインジゴ系、キノフタロン系、ベ
ンツイミダゾロン系、イソインドリン系、イソインドリノン系等の有機顔料が挙げられ、
具体的な例をカラーインデックスで示すと、ピグメントブラック７、ピグメントブルー１
５、１５：１、１５：３、１５：４、１５：６、６０、ピグメントグリーン７、３６、ピ
グメントレッド９、４８、４９、５２、５３、５７、９７、１２２、１４９、１６８、１
７７、１７８、１７９、２０６、２０７、２０９、２４２、２５４、２５５、ピグメント
バイオレット１９、２３、２９、３０、３７、４０、５０、ピグメントイエロー１２、１
３、１４、１７、２０、２４、７４、８３、８６、９３、９４、９５、１０９、１１０、
１１７、１２０、１２５、１２８、１３７、１３８、１３９、１４７、１４８、１５０、
１５１、１５４、１５５、１６６、１６８、１８０、１８５、ピグメントオレンジ３６、
４３、５１、５５、５９、６１、７１、７４等が挙げられる。
　これら顔料は、１種もしくは２種以上を混合して用いることができ、その使用量は、非
水性インク組成物全量に対して好ましくは１．０～１０．０質量％であり、より好ましく
は２．０～７．０質量％である。顔料の使用量が１．０質量％より少ないと着色力が充分
でない傾向があり、一方１０．０質量％より多くなると粘度が上昇し、インクの流動性が
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低下する傾向がある。
【００１７】
（顔料分散剤）
　本発明の非水性インク組成物においては、顔料分散剤として、イオン性または非イオン
性の界面活性剤や、アニオン性、カチオン性またはノニオン性の高分子化合物等が使用で
きる。
　中でも高分子化合物であるものが好ましく、例えば、特開２００４－０８３８７２号公
報、国際公開第２００３／０７６５２７号、国際公開第２００４／０００９５０号に記載
されているカルボジイミド系化合物、アジスパー（味の素ファインテクノ社製）、ＳＯＬ
ＳＰＥＲＳＥ(ルーブリゾール社製)、ＤＩＳＰＥＲＢＹＫ(ビックケミー社製)、エフカ(
ＢＡＳＦ社製)等が好ましい。これら顔料分散剤は１種または２種以上を混合して使用で
きる。　
　なお、上記顔料分散剤は、顔料の種類、使用する有機溶剤の種類に応じて適宜選択して
使用する。
【００１８】
（有機溶剤）
　本発明の非水性インク組成物を構成する有機溶剤としては特に限定されないが、ジエチ
レングリコールジアルキルエーテル及びプロピレンカーボネートを使用するのが好ましい
。この場合、ジエチレングリコールジアルキルエーテルがプロピレンカーボネートに対し
てジエチレングリコールジアルキルエーテル／プロピレンカーボネート＝３／１～８／１
となるように使用されることが好ましく、さらに、５／１～８／１とすることがより好ま
しい。
　ジエチレングリコールジアルキルエーテル及びプロピレンカーボネートを併用すること
により、塩素化ポリオレフィン樹脂及びケトン系樹脂の溶解性に優れ、且つ吐出安定性に
も優れたものになる。
【００１９】
　また、乾燥性の調整及びモタリング発生防止性をさらに向上させるために、ジエチレン
グリコールジアルキルエーテル以外の引火点５０～１５０℃のアルキレングリコール誘導
体を併用することができる。
　このような引火点５０～１５０℃のアルキレングリコール誘導体としては、エチレング
リコールジエチルエーテル、エチレングリコールジメチルエーテル、トリエチレングリコ
ールジメチルエーテル、トリエチレングリコールジエチルエーテル、テトラエチレングリ
コールジメチルエーテル等の（ポリ）エチレングリコールジアルキルエーテル、プロピレ
ングリコールジメチルエーテル、プロピレングリコールジエチルエーテル、ジプロピレン
グリコールジメチルエーテル、ジプロピレングリコールジエチルエーテル等の（ポリ）プ
ロピレングリコールジアルキルエーテル、プロピレングリコールモノメチルエーテル、プ
ロピレングリコールモノエチルエーテル、プロピレングリコールモノブチルエーテル、ジ
プロピレングリコールモノメチルエーテル、ジプロピレングリコールモノエチルエーテル
等のポリプロピレングリコールモノアルキルエーテル、プロピレングリコールモノメチル
エーテルアセテート、プロピレングリコールモノエチルエーテルアセテート、プロピレン
グリコールモノブチルエーテルアセテート、ジプロピレングリコールモノメチルエーテル
アセテート、ジプロピレングリコールモノエチルエーテルアセテート、ジプロピレングリ
コールモノブチルエーテルアセテート等の（ポリ）プロピレングリコールモノアルキルエ
ーテルモノアルキルエステル、エチレングリコールモノメチルエーテル、エチレングリコ
ールモノエチルエーテル、エチレングリコールモノブチルエーテル、ジエチレングリコー
ルモノメチルエーテル、ジエチレングリコールモノエチルエーテル、ジエチレングリコー
ルモノブチルエーテル、トリエチレングリコールモノメチルエーテル、トリエチレングリ
コールモノエチルエーテル、トリエチレングリコールモノブチルエーテル、テトラエチレ
ングリコールモノブチルエーテル等の（ポリ）エチレングリコールモノエーテル、エチレ
ングリコールモノメチルアセテート、エチレングリコールモノエチルアセテート、エチレ
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ングリコールモノブチルアセテート、ジエチレングリコールモノメチルアセテート、トリ
エチレングリコールモノメチルアセテート等の（ポリ）エチレングリコールモノエステル
、エチレングリコールジアセテート、ジエチレングリコールジアセテート、トリエチレン
グリコールジアセテート等の（ポリ）エチレングリコールジエステル、エチレングリコー
ルモノメチルエーテルアセテート、エチレングリコールモノエチルエーテルアセテート、
エチレングリコールモノブチルエーテルアセテート、ジエチレングリコールモノメチルエ
ーテルアセテート、ジエチレングリコールモノエチルエーテルアセテート、ジエチレング
リコールモノブチルエーテルアセテート、ジエチレングリコールプロピルエーテルアセテ
ート、トリエチレングリコールモノブチルエーテル、トリエチレングリコールエチルエー
テルアセテート、トリエチレングリコールブチルエーテルアセテート等の（ポリ）エチレ
ングリコールモノエーテルモノエステル等が例示できる。
　また、有機溶剤の総量は、全非水性インク組成物中において７０．０～９０．０質量％
を占める量であることが好ましい。上記総量が９０．０質量％を超える場合には、得られ
るインクの印字適性が低下し、一方、総量が７０．０質量％未満の場合にはインクの粘度
上昇を誘引し、ノズルからのインクの吐出安定性が低下する傾向があるので好ましくない
。
【００２０】
（その他成分）
　さらに、本発明の非水性インク組成物には、本発明による効果を損なわない範囲におい
て、必要に応じて、他の樹脂を添加でき、さらに界面活性剤、可塑剤、表面調整剤、紫外
線防止剤、光安定化剤、酸化防止剤等の種々の添加剤を使用することができる。
【００２１】
〔非水性インク組成物の製造〕
　次に、これらの材料を用いて本発明の非水性インク組成物を製造する方法について説明
する。
　本発明の非水性インク組成物は、例えば、湿式サーキュレーションミル、ビーズミル、
ボールミル、サンドミル、アトライター、ロールミル、ＤＣＰミル、アジテータ、ヘンシ
ェルミキサー、コロイドミル、超音波ホモジナイザー、高圧ホモジナイザー（マイクロフ
ルイダイザー、ナノマイザー、アルティマイザー、ジーナスＰＹ、ＤｅＢＥＥ２０００等
）、パールミル等の分散機を使用して分散混合し、非水性インク組成物の粘度が２～１０
ｍＰａ・ｓとなるように調整して得ることができる。
　本発明の非水性インク組成物中における全有機溶剤の含有量は、インク組成物全量から
、バインダー樹脂、顔料、顔料分散剤、必要により使用するその他の添加剤の合計量を差
し引いた量であるが、インク粘度が前記範囲内になるように適宜変更するのが好ましい。
【００２２】
〔用途〕
　本発明の非水性インク組成物は周知の用途に使用することができるが、なかでも非吸収
性材料からなる基材の表面層に対して使用する場合に適している。非吸収性材料としては
金属、樹脂、セラミック等があるが、中でも、ガラス、アクリル、アルミ、ポリオレフィ
ン樹脂、ＰＥＴ樹脂、ＡＢＳ樹脂、塩化ビニル樹脂等に対して使用することが、密着性、
耐摩擦性、耐溶剤性等の点において好ましい。
【実施例】
【００２３】
　以下に実施例を挙げて本発明をさらに詳細に説明するが、本発明はこれらの実施例のみ
に限定されるものではない。なお、特に断りのない限り、「％」は「質量％」を、「部」
は質量部を意味する。
　以下の実施例、比較例で使用した材料は次の通りである。
＜分散剤＞
ソルスパース３９０００（ルーブリゾール社製）
ソルスパース５６０００（ルーブリゾール社製）
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ＰＢ８２２：アジスパーＰＢ８２２（味の素ファインテクノ社製）
＜顔料＞
ＭＡ７：カーボンブラックＭＡ７（三菱化学社製）
Ｄ７１１０Ｆ：ヘリオゲンブルーＤ７１１０Ｆ（ＢＡＳＦ社製）
Ｇ０１：レバスクリーンイエローＧ０１（ランクセス社製）
ＲＧＴ：ＦＡＳＴＯＧＥＮ　Ｓｕｐｅｒ　Ｍａｇｅｎｔａ　ＲＧＴ（ＤＩＣ社製）
＜塩素化ポリオレフィン樹脂＞
３９０Ｓ：スーパークロン３９０Ｓ（日本製紙社製、塩素化ポリプロピレン、塩素含有率
３６％、質量平均分子量８０，０００）
８１４ＨＳ：スーパークロン８１４ＨＳ（日本製紙社製、塩素化ポリプロピレン、塩素含
有率４１％、質量平均分子量２０，０００）
８０３Ｍ：スーパークロン８０３Ｍ（日本製紙社製、塩素化ポリプロピレン、塩素含有率
３０％、質量平均分子量１６０，０００）
Ｌ２０６：スーパークロンＬ－２０６（日本製紙社製、塩素化ポリプロピレン、塩素含有
率３２％、質量平均分子量９，０００）
＜ケトン系樹脂＞
ＳＫ：Ｖａｒｉｐｌｕｓ　ＳＫ（Ｅｖｏｎｉｋ社製、芳香族ケトン－ホルムアルデヒド縮
合型水素添加ケトン樹脂）
ＡＰ：Ｖａｒｉｐｌｕｓ　ＡＰ（Ｅｖｏｎｉｋ社製、芳香族ケトン－ホルムアルデヒド縮
合型ケトン樹脂）
＜アクリル系樹脂＞
ＢＲ－８７：ダイヤナールＢＲ－８７（三菱レイヨン社製、ガラス転移温度１０５℃、質
量平均分子量２５，０００）
＜塩化ビニル－酢酸ビニル系樹脂＞
ソルバインＣ：ソルバインＣ（日信化学工業社製、塩化ビニル／酢酸ビニル＝８７／１３
）
＜ポリエステル系樹脂＞
ＦＣ１５６５：ダイヤクロンＦＣ１５６５（三菱レイヨン社製、ポリエステル樹脂）
＜溶剤＞
ＤＥＤＧ：ジエチレングリコールジエチルエーテル
ＥＤＭ：ジエチレングリコールエチルメチルエーテル
ＰＣ：プロピレンカーボネート
ＤＰＭＡ：ジプロピレングリコールメチルエーテルアセテート
【００２４】
（実施例１～１１及び比較例１～１０） 
（各色ベースインクの製造）
＜非水性インクジェット用ベースブラックインクの製造＞
　顔料分散剤（ソルスパース３９０００）１０部をジエチレングリコールジエチルエーテ
ル６５部に溶解し、これに顔料（ＭＡ７）２５部を撹拌混合した後、ビーズミルを用いて
練肉し、非水性インクジェット用ベースブラックインクを得た。
【００２５】
＜非水性インクジェット用ベースシアンインクの製造＞
　顔料分散剤（ソルスパース５６０００）１０部をジエチレングリコールジエチルエーテ
ル６５部に溶解し、これに顔料（Ｄ７１１０Ｆ）２５部を撹拌混合した後、ビーズミルを
用いて練肉し、非水性インクジェット用ベースシアンインクを得た。
【００２６】
＜非水性インクジェット用ベースイエローインクの製造＞
　顔料分散剤（ＰＢ８２２）１０部をジエチレングリコールジエチルエーテル６５部に溶
解し、これに顔料（Ｇ０１）２５部を撹拌混合した後、ビーズミルを用いて練肉し、非水
性インクジェット用ベースイエローインクを得た。
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【００２７】
＜非水性インクジェット用ベースマゼンタインクの製造＞
　顔料分散剤（ソルスパース５６０００）１０部をジエチレングリコールジエチルエーテ
ル６５部に溶解し、これに顔料（ＲＧＴ）２５部を撹拌混合した後、ビーズミルを用いて
練肉し、非水性インクジェット用ベースマゼンタインクを得た。
【００２８】
＜非水性インクジェット用インク組成物の製造＞
　表１の配合（各材料の配合比率は質量％である）に従い、各材料を撹拌混合して実施例
１～１１及び比較例１～１０の非水性インクジェット用インク組成物を得た。
【００２９】
（印刷方法及び印刷物）
　市販のインクジェット用プリンターに実施例１～１１及び比較例１～１０の非水性イン
クジェット用インク組成物を装填し、各印刷媒体に高速印字モードにてベタ印刷を行い、
実施例１～１１及び比較例１～１０の印刷物を得た。
【００３０】
＜評価＞
　実施例１～１１及び比較例１～１０の非水性インクジェット用インク組成物を使用した
印刷物について、下記の特性を評価した。下記評価において、Ａ、Ｂが実用レベルで、Ｃ
、Ｄは製品としての使用に差し支えるレベルである。
【００３１】
（粘度）
　実施例１～１１及び比較例１～１０の各非水性インクジェット用インク組成物の２５℃
における粘度を粘度計（東機産業社製　ＲＥ１ＯＯＬ型）を用いて測定した。
【００３２】
（密着性）
　実施例１～１１及び比較例１～１０の各非水性インクジェット用インク組成物を用いて
、表１の密着性の欄に示す各印刷媒体に印刷を行い、印刷面にセロハンテープ（商品名：
セロテープ（登録商標）、ニチバン社製）を張り付け、セロハンテープを剥がした際の印
刷塗膜の剥離の程度で評価した。
評価基準
　　Ａ：剥離は見られない
　　Ｂ：一部剥離が見られる
　　Ｃ：半分以上剥離が見られる
　　Ｄ：塗膜が完全に剥離する
【００３３】
（吐出安定性）
　実施例１～１１及び比較例１～１０の各非水性インクジェット用インク組成物を用いて
ポリ塩化ビニルシート（商品名：カプジェット　グロスバナー　フィルムルックス社製）
に印刷を行い、印刷されない部分が発生する枚数で評価した。
評価基準
　　Ａ：印刷されない部分が７１枚目以降に発生するか、印刷されない部分が１００枚目
までは発生しない
　　Ｂ：印刷されない部分が５１枚目～７０枚目で発生する
　　Ｃ：印刷されない部分が３１枚目～５０枚目で発生する
　　Ｄ：印刷されない部分が３０枚目までに発生する
【００３４】
（耐摩擦性）
　実施例１～１１及び比較例１～１０の各非水性インクジェット用インク組成物を、メヤ
バー（０．１５ｍｍ）を用いてポリ塩化ビニルシート（商品名：カプジェット　グロスバ
ナー　フィルムルックス社製）に展色し、学振型堅牢度試験機（大栄科学精器製作所製）
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を用いて、晒し布で５００ｇ×１００回塗膜を擦ったときの塗膜の取られ具合を目視で観
察し、以下の基準で評価した。
　　Ａ：塗膜の取られ無し
　　Ｂ：塗膜の表面に傷がある
　　Ｃ：塗膜の一部取られが見られる
　　Ｄ：塗膜の明らかな取られが見られる
【００３５】
（耐溶剤性）
　実施例１～１１及び比較例１～１０の各非水性インクジェット用インク組成物を、メヤ
バー（０．１５ｍｍ）を用いてポリ塩化ビニルシート（商品名：カプジェット　グロスバ
ナー　フィルムルックス社製）に展色し、学振型堅牢度試験機（大栄科学精器製作所製）
を用いて、エタノールを含んだ晒し布で２００ｇ×５回塗膜を擦ったときの塗膜の取られ
具合を目視で観察し、以下の基準で評価した。
　　Ａ：塗膜の取られ無し
　　Ｂ：塗膜の表面に傷がある
　　Ｃ：塗膜の一部取られが見られる
　　Ｄ：塗膜の明らかな取られが見られる
【００３６】
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【表１】

ガラス：無アルカリガラス（商品名：イーグルＸＧ、平岡特殊硝子製作社製）
アクリル：メタクリル樹脂版（商品名：スミペックスＡＳ、住化アクリル販売社製）
アルミ板：アルミ複合板（商品名：ＤＩＢＯＮＤ、ジェットグラフ社製）
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ＰＥ：ポリエチレンシート（商品名：０７－１２７－０１、ハギテック社製）
ＰＰ：ポリプロピレンシート（商品名：ポリセームＰＷ－Ｃ６、積水成型工業社製）
ＰＥＴ：ＰＥＴ樹脂シート（商品名：Ｅ－５１００（１００μｍ）、東洋紡社製）
ＡＢＳ：ＡＢＳ樹脂シート（商品名：ＡＢＳ－１１００－Ｎ１－Ｇ、積水成型工業社製）
ＰＶＣ：塩化ビニルシート（商品名：ＨＰ－３１９、積水成型工業社製）
【００３７】
　表１に示された実施例１～１１の結果によれば、非水性インク組成物として本発明の組
成に沿ったものであれば、インク組成物の粘度がインクジェット用として適切であり、密
着性、吐出安定性、耐摩擦性、及び耐溶剤性に優れ、各種の性質においてバランスがとれ
たインクを得ることができた。これに対して、比較例１～１０では、これらすべての性能
に優れたものは得られなかった。
　また、比較例２と３によれば、いずれもポリエチレンシートやポリプロピレンシートに
対して十分な密着性を有しないが、塩素化ポリオレフィン樹脂及びケトン系樹脂の比率か
らみて、これらの比較例の中間に相当する実施例１によれば、ポリエチレンシートやポリ
プロピレンシートを含む全てのシートに対して優れた密着性を示す結果となり、本発明に
よる効果が優れることがわかる。



(13) JP 2018-24771 A 2018.2.15

10

フロントページの続き

(72)発明者  中島　興範
            大阪府大阪市西区江戸堀一丁目２３番３７号　サカタインクス株式会社内
(72)発明者  金城　潤
            大阪府大阪市西区江戸堀一丁目２３番３７号　サカタインクス株式会社内
(72)発明者  三宅　遼平
            大阪府大阪市西区江戸堀一丁目２３番３７号　サカタインクス株式会社内
Ｆターム(参考) 2C056 EA13  FB01  FC02 
　　　　 　　  2H186 BA08  DA09  DA10  DA18  FB04  FB13  FB24  FB29  FB48  FB54 
　　　　 　　        FB57 
　　　　 　　  4J039 AD05  AE01  BC15  BE01  BE12  CA04  EA43  EA46  FA01  FA02 
　　　　 　　        FA04  GA24 


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	overflow

